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館報はくば 

　平成19年度白馬村表彰式が11月３日（土）文化の日に開催され、多年にわたり村の発展・振興に貢献された方々に表彰状が、また、多
大なご寄付をいただいた方々に感謝状が、それぞれ贈呈されました。
　被表彰者及び功績については、次頁をご覧ください。



　

平
成
２０
年
４
月
か
ら
　
医
療
制
度
が
変
わ
り
ま
す
　

② 

松　沢　宗　昭　様 

内　川　雅　夫　様 

太　田　喜　三　様 

太　田　長　治　様 

被表彰者の主な功績 
【自治功労】 

平成６年８月から３期12年間に渡り、白馬村長を務
め、本村の自治発展に尽力されました。 

平成10年11月から７年９ヶ月余に渡り、白馬村助役
を務め、本村の自治発展に尽力されました。 

【社会事業功労】 

昭和48年２月23日大北土建産業労働組合白馬支部を設立し、昭和57年２月に大北建設労働組合白馬支
部に改称。昭和53年から今年に至るまで30年に渡り、村内公共施設や高齢者世帯家屋の修繕及び村内
道路清掃を通じて社会奉仕活動に尽力されました。　　　　支部長：松沢幸一　支部組合員数：111名 

【交通防犯功労】 

昭和55年から２年間白馬村交通安全協会理事、昭和57年から12年間常任理事、平成６年から４年間副
会長、平成10年から９年間会長として、通算27年間に渡り交通事故防止と交通安全協会の運営に尽力
されました。 

【環境功労】 

昭和62年から長野県自然保護指導員、平成13年から自然保護レンジャーとして、20年に渡って、姫川源
流、親海湿原の保全活動及び来場者への案内や指導を行い、自然保護に寄与されました。 

【産業功労】 

平成11年７月から初の女性農業委員として１期３年。白馬村地場産推進会の発足に尽力され、平成15年度に発足以来会
長を務め、直売所活動による地産地消の推進や食農教育として学校給食への地場野菜供給や親子のアグリスクールを開
校。また、平成13年５月から平成19年８月まで６年余に渡り、村議会議員として、本村の自治発展に尽力されました。 

昭和63年１月29日に北城猟友会と神城猟友会が合併し、白馬猟友会を設立。発足以来、有害鳥獣駆除
に尽力され、農作物や林業被害防止と村民の安全に寄与されました。特に、昨年からの熊の異常出没
に対して迅速な対応により被害を最小限に留めていただきました。　　会長：内川史朗　会員数：14名 

平成14年11月から３年９ヶ月余に渡り、白馬村収入
役を務め、本村の自治発展に尽力されました。 

【自治功労】 

昭和42年に設備士として、（株）大北設備に勤務して以来40年に渡り水道設備工に従事し地域の産業振
興に寄与されました。現在、同社代表取締役。　 

昭和50年に（有）丸山塗装入社以来、32年間に渡り塗装業に従事し地域の産業振興に寄与されました。
現在、同社代表取締役。 

昭和41年４月富士石油（株）入社以来、数社の自動車整備工場勤務を経て昭和51年９月（有）白馬カーホ
ーラムを設立。自動車整備士として41年従事し、地域の産業振興に寄与されました。現在、同社代表
取締役。 

《感謝状》 

昨年の文化祭において開催した特別個展での収益金と、貴重な書額を寄附していただきました。 
兵庫県尼崎市　在住 

画家であった父　好弘氏（白馬村八方口出身）の貴重な絵画（30号　題名「VENEZIA」）を平成19年
３月に寄附していただきました。 
安曇野市　在住 

故　太田光弘氏が所有していた貴重な土地（白馬駅前　宅地）を平成19年７月に寄附していただきま
した。　安曇野市　在住 

平成６年11月から白馬村選挙管理委員会補充員を２期８年、平成14年11月から白馬村選挙管理委員会
委員長を１期４年務め、厳正且つ公正な選挙執行に尽力されました。 

平成５年５月から２年間、白馬村監査委員議会代表として、また、平成11年７月から２期８年間に渡
り白馬村代表監査委員を務め、適正な監査に尽力されました。 

（故）倉科　英美子　様 

白 馬 猟 友 会 様  

大北建設労働組合白馬支部様 

相　澤　　 功　  様 

長　澤　　 勲　  様 

太　田　興　昌　様 

丸　山　　 清　  様 

横　川　岩　夫　様 

高　濱　季　和　様 

太　谷　直　樹　様 

太　田　　 綾　  様 

福　島　信　行　様 
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健
診
・
保
健
指
導
の
考
え
方
が
変
わ
り
ま
す
！ 

 

特
定
健
診
と
は
…
？ 

　
近
年
、
我
が
国
で
は
中
高
年
の
男
性
を
中
心

に
、
肥
満
者
の
割
合
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。 

　
そ
の
肥
満
者
の
多
く
は
糖
尿
病
・
高
血
圧
症
・

高
脂
血
症
等
の
危
険
因
子
を
複
数
あ
わ
せ
持
ち
、

長
期
に
わ
た
り
治
療
が
必
要
と
な
る
心
疾
患
、

あ
る
い
は
脳
血
管
疾
患
を
発
症
す
る
危
険
性
が

高
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
そ
こ
で
今
ま
で
の
健
診
・
保
健
指
導
（
個
別

疾
患
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
目
的
）
で
は

な
く
、
内
臓
脂
肪
型
肥
満
に
着
目
し
た
『
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
』
と
い
う
概
念
を
取

り
入
れ
た
健
診
（
特
定
健
診
）・
保
健
指
導
（
特

定
保
健
指
導
）
を
行
い
、『
病
気
に
な
ら
な
い

体
づ
く
り
！
』
を
国
民
全
体
で
取
り
組
む
こ
と

に
な
り
ま
し
た
！ 

　
そ
れ
に
よ
り
、
国
民
の
健
康
増
進
が
図
ら
れ
、

生
活
の
質
の
向
上
が
期
待
さ
れ
る
と
と
も
に
、

中
長
期
的
に
見
れ
ば
結
果
的
に
医
療
費
が
下
が

り
、
現
在
の
医
療
保
険
制
度
が
持
続
可
能
な
も

の
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

　
具
体
的
に
は
、
平
成
20
年
度
よ
り
40
歳
以
上

74
歳
以
下
の
被
保
険
者
お
よ
び
被
扶
養
者
に
つ

い
て
、
特
定
健
診
の
受
健
と
特
定
保
健
指
導
を

行
う
こ
と
を
市
町
村
国
民
健
康
保
険
な
ど
の
医

療
保
険
者
に
義
務
付
け
、
内
臓
脂
肪
型
肥
満
（
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）
の
該
当
者
・
予

備
群
を
、
平
成
27
年
ま
で
に
25
％
減
少
す
る
こ

と
を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。 

 

特
定
健
診
や
特
定
保
健
指
導
を
受
け
な
い
と
…
？ 

　
特
定
健
診
の
受
診
率
・
特
定
保
健
指
導
の
受

診
率
・
内
臓
脂
肪
型
症
候
群
の
該
当
者
お
よ
び

予
備
群
の
減
少
率
等
に
つ
い
て
各
医
療
保
険
者

間
の
数
値
を
比
較
し
、
受
診
率
等
が
高
い
医
療

保
険
者
に
つ
い
て
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
支
援

金
（
現
在
の
拠
出
金
に
代
わ
る
も
の
）
を
減
算
、

低
い
医
療
保
険
者
に
つ
い
て
は
加
算
を
行
い
ま

す
。 

　
分
か
り
や
す
く
言
う
と
、
特
定
健
診
の
対
象

と
な
る
方
が
健
診
を
受
け
な
か
っ
た
り
、
特
定

保
健
指
導
を
受
け
な
け
れ
ば
、
白
馬
村
国
保
が

高
額
な
後
期
高
齢
者
医
療
支
援
金
を
支
払
う
こ

と
に
な
り
、
国
保
会
計
の
財
政
を
圧
迫
し
、
保

険
料
率
を
上
げ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
な
る
と
、
み
な
さ
ま
に

負
担
し
て
い
た
だ
く
保
険
税
が
高
く
な
り
、
み

な
さ
ま
の
生
活
に
も
影
響
が
出
る
こ
と
に
な
り

ま
す
！！！ 

　
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
を
受
け
る
こ
と

に
よ
り
、
後
期
高
齢
者
医
療
支
援
金
が
低
く
な

る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
国
保
全
体
の
医
療

費
も
低
く
な
り
、
将
来
的
に
保
険
税
率
を
低
く

す
る
こ
と
も
可
能
で
す
し
、
何
よ
り
、
病
気
に

な
ら
な
い
体
を
つ
く
る
の
が
目
的
な
の
で
、
健

康
で
健
全
な
生
活
を
み
な
さ
ま
が
送
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
！ 

  

平
成
20
年
度
か
ら
始
ま
る
『
特
定
健
診
・
特
定

保
健
指
導
』
を
積
極
的
に
受
け
ま
し
ょ
う
！ 

　

平
成
平
成
２０
年
４
年
４
月
か
ら
　
ら
　
医
療
制
度

医
療
制
度
が
変
わ
り
ま
す
　

② 
　

平
成
２０
年
４
月
か
ら
　
医
療
制
度
が
変
わ
り
ま
す
　

② 
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冬
期
間
の
ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て 

   
積
雪
の
た
め
、
冬
期
間
（
12
月
〜
３
月
）

は
、
自
動
検
針
を
除
い
て
水
道
メ
ー
タ
ー

の
検
針
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
来

年
１
月
か
ら
４
月
ま
で
の
間
は
一
定
の
金

額
に
て
上
下
水
道
料
金
を
請
求
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
５
月
分
料
金
（
残
雪
等
で
４
月

に
検
針
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
６
月
分

料
金
）
で
精
算
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
冬
期

暫
定
料
金
が
始
ま
り
ま
す
。 

冬
期
暫
定
料
金
の
対
象
と
な
る
お
客
様

に
は
、12
月
上
旬
に
往
復
ハ
ガ
キ
に
て
お

知
ら
せ
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
設
定
水

量
・
金
額
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。 

な
お
、
水
量
・
金
額
は
変
更
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。
変
更
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
返
信
ハ
ガ
キ
に
希
望
す
る
水
量
・
料

金
額
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
、
平
成
19
年

12
月
21
日（
金
）ま
で
に
役
場
上
下
水
道
課

ま
で
ご
返
送
下
さ
い
。
変
更
を
希
望
さ
れ

な
い
場
合
は
、
返
送
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。 

 ※
冬
期
暫
定
料
金
は
一
度
設
定
さ
れ
ま
す

と
、
期
間
中
は
途
中
で
水
量
・
金
額
を

変
更
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
下
さ
い
。 

 

　
＊
お
問
い
合
わ
せ 

　
　
役
場
上
下
水
道
課 

（
代
表
）T
E
L
　

7
2
―

5
0
0
0
 

（
内
線
）1
3
3
、1
3
6
  

冬
期
暫
定
料
金
が
始
ま
り
ま
す 

    

　
今
年
も
寒
い
冬
が
も
う
そ
こ
ま
で
来
て

い
ま
す
。
冬
期
間
の
水
道
管
破
裂
事
故
に

備
え
、
水
道
の
冬
じ
た
く
を
し
ま
し
ょ
う
。 

　
メ
ー
タ
ー
よ
り
宅
内
側
は
、
お
客
様
の

責
任
に
よ
り
管
理
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

　
以
下
の
点
に
注
意
し
て
い
た
だ
き
、
冬

の
間
も
安
心
し
て
水
道
が
使
え
る
よ
う
に

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

万
が
一
の
宅
内
漏
水
事
故
に
備
え
て

メ
ー
タ
ー
位
置
の
確
認
を
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。 

 

　（
メ
ー
タ
ー
設
置
場
所
に
目
印
と
し
て

ポ
ー
ル
等
を
立
て
て
お
く
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
） 

 

寒
さ
か
ら
水
道
管
を
守
り
ま
し
ょ
う 

 

・
夜
の
冷
え
込
み
に
ご
注
意
！ 

　
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
℃
以
下
に
な
り
ま

す
と
、
水
道
の
水
が
凍
っ
て
水
道
管
や

メ
ー
タ
ー
が
破
裂
し
た
り
し
ま
す
。
特

に
多
い
の
は
次
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
す
。 

・
水
道
管
が
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
と

こ
ろ 

・
水
道
管
や
メ
ー
タ
ー
が
北
側
に
あ
る
と

こ
ろ 

・
風
あ
た
り
の
強
い
と
こ
ろ
に
あ
る
水
道

管
や
メ
ー
タ
ー 

 

　
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
あ
る
水
道
管
や

メ
ー
タ
ー
は
、
早
め
に
冬
じ
た
く
を
し
ま

し
ょ
う
。 

 

水
道
の
凍
結
を
防
ぐ
に
は 

 

・
凍
結
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
露
出
管
に
は
、

凍
結
防
止
電
熱
帯
が
巻
か
れ
て
い
ま
す
、

電
源
を
入
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

・
水
道
管
や
じ
ゃ
口
の
部
分
に
保
温
材
を

取
り
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
保
温
材
に
は
、

取
り
つ
け
が
簡
単
な
市
販
品
も
あ
り
ま

す
が
、
手
近
な
も
の
と
し
て
古
毛
布
、

布
、
ワ
ラ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

を
巻
き
つ
け
保
温
材
が
濡
れ
な
い
よ
う

に
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
な
ど
で
し
っ
か
り

と
お
さ
え
て
く
だ
さ
い
。 

・
水
道
管
の
水
抜
き
を
し
ま
し
ょ
う
。 

 

①
不
凍
式
止
水
栓
は
ハ
ン
ド
ル
を
右
へ

最
後
ま
で
い
っ
ぱ
い
回
す
と
水
が
出

て
止
ま
り
ま
す
の
で
、
じ
ゃ
口
を
あ

け
て
空
気
を
吸
わ
せ
る
と
水
道
管
の

水
が
抜
け
ま
す
。 

 

②
屋
内
操
作
型
水
抜
き
栓
は
レ
バ
ー
を

引
き
、
じ
ゃ
口
を
あ
け
て
空
気
を
吸

わ
せ
る
と
水
道
管
の
水
が
抜
け
ま
す
。 

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
を
保
温
す
る
。 

　
濡
れ
て
い
な
い
保
温
材
（
発
泡
ス
チ
ロ

ー
ル
な
ど
）
を
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
入

れ
、
検
針
が
で
き
る
よ
う
に
メ
ー
タ
ー

の
上
面
を
あ
け
て
保
温
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き
は 

 

・
ま
ず
、
不
凍
式
止
水
栓
を
し
め
て
水
を

止
め
、
破
裂
し
た
部
分
に
布
か
テ
ー
プ

を
し
っ
か
り
と
巻
き
つ
け
て
応
急
手
当

を
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
最
寄
の

白
馬
村
水
道
工
事
指
定
業
者
に
修
理
を

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

・
メ
ー
タ
ー
が
破
裂
し
た
と
き
は
、
役
場

上
下
水
道
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

T
E
L
　

7
2
―

5
0
0
0（
代
） 

内
線
1
3
3
、1
3
6 

 

水
道
が
凍
っ
て
水
が
出
な
い
と
き
は 

 

 

タ
オ
ル
な
ど
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら

ゆ
っ
く
り
と
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て
と
か
し

ま
す
。
急
に
熱
湯
を
か
け
る
と
、
水
道
管

や
じ
ゃ
口
が
破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

 

水
道
の
冬
じ
た
く 
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白
馬
村
で
は
本
年
２
月
、
地
球
温
暖
化
防
止

の
方
策
と
し
て
、
化
石
燃
料
の
消
費
量
削
減
を

目
的
と
し
た
「
白
馬
村
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
そ
の
中
の
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
導
入
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
に
よ

る
森
林
保
全
を
提
唱
し
て
お
り
、「
白
馬
村
森

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
事
業
補
助
金
交
付
要
綱
」

を
制
定
し
ま
し
た
。
本
要
綱
は
、
個
人
や
会
社

が
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
を
購
入
さ
れ
る
場
合
、

購
入
代
金
の
１
／
２
、
上
限
10
万
円
の
助
成
を

す
る
も
の
で
す
。
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
は
、
間

伐
材
や
製
材
端
材
等
の
木
材
を
粉
砕
し
た
オ
ガ

粉
を
円
筒
形
に
固
め
た
ペ
レ
ッ
ト
を
燃
料
に
す

る
も
の
で
、
近
年
に
な
い
灯
油
高
の
昨
今
、
ひ

そ
か
な
ブ
ー
ム
を
呼
ん
で
い
ま
す
。
村
民
の
皆

さ
ん
も
こ
の
機
会
に
、
信
州
の
木
材
を
有
効
活

用
で
き
る
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
購
入
を
、
是

非
ご
検
討
く
だ
さ
い
。
助
成
制
度
に
つ
い
て
の

詳
し
い
こ
と
は
、
観
光
農
政
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

  

参
考 

（
環
境
へ
の
効
果
） 

　
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
を
１

台
使
う
こ
と
で
、
一
般
家
庭

か
ら
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭

素
５
ト
ン
の
１
／
３
に
相
当

す
る
１
・
７
ト
ン
が
抑
制
さ

れ
ま
す
。 

（
ペ
レ
ッ
ト
燃
料
） 

　
１
シ
ー
ズ
ン
の
ペ
レ
ッ
ト

の
燃
料
代
は
、
約
６
３
、０

０
０
円
（
11
月
〜
３
月
、
１

日
10
時
間
、
１
、５
０
０
㎏
）

で
す
。
灯
油
と
の
比
較
は
２
、

５
０
０
円
程
度
の
増
と
な
り

ま
す
。
ペ
レ
ッ
ト
の
購
入
は

大
町
市
の
大
北
森
林
組
合
で

販
売
し
て
い
ま
す
。
１
袋
10

㎏
で
税
込
み
４
２
０
円
で
す
。 

 

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
購
入
に
１０
万
円
を
助
成
し
ま
す 
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
購
入
に
１０
万
円
を
助
成
し
ま
す 

   

　
こ
れ
か
ら
冬
期
間
に
な
る
と
ご
み
の
量
が
増

加
し
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け

ご
み
の
減
量
化
を
図
り
、
次
の
点
に
注
意
し
て

ご
み
を
出
し
て
下
さ
い
。 

　 縡 

可
燃
ご
み
・
不
燃
ご
み
に
つ
い
て 

蘆
可
燃
ご
み
と
不
燃
ご
み
に
し
っ
か
り
分
別
し
、

地
区
集
積
場
に
出
す
場
合
は
必
ず
白
馬
村
指

定
の
ご
み
袋
に
入
れ
て
出
し
て
下
さ
い
。 

蘆
地
区
集
積
場
に
ご
み
を
出
す
場
合
は
、
必
ず

月
・
水
・
金
曜
日
の
午
前
８
時
ま
で
に
集
積

場
の
中
に
き
ち
ん
と
置
い
て
下
さ
い
。 

蘆
自
分
が
住
ん
で
い
る
地
区
以
外
の
集
積
場
に

絶
対
に
ご
み
を
出
さ
な
い
で
下
さ
い
。 

 

縒 

リ
サ
イ
ク
ル
物
に
つ
い
て 

蘆
地
区
集
積
場
に
リ
サ
イ
ク
ル
物
を
出
す
場
合

は
、
必
ず
第
１
・
３
・
５
木
曜
日
の
午
前
８

時
ま
で
に
集
積
場
の
中
に
置
い
て
下
さ
い
。 

蘆
ビ
ン
は
茶
色
、
無
色
、
そ
の
他
の
色
に
し
っ

か
り
分
別
し
て
出
し
て
下
さ
い
。 

蘆
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
必
ず
キ
ャ
ッ
プ
・
ラ
ベ
ル

を
取
っ
て
出
し
て
下
さ
い
。 

蘆
新
聞
紙
・
雑
誌
・
段
ボ
ー
ル
は
そ
れ
ぞ
れ
に

分
別
し
て
出
し
て
下
さ
い
。 

蘆
集
積
場
の
な
い
地
区
の
リ
サ
イ
ク
ル
物
に
つ

い
て
は
、
冬
期
間
臨
時
に
第
４
火
曜
日
の
午

前
９
時
か
ら
午
後
１
時
ま
で
ウ
ィ
ン
グ
21
駐

車
場
で
受
入
を
行
う
予
定
で
す
。（
12
／
25
、

１
／
22
、
２
／
26
、
３
／
25
） 

  

縱 

粗
大
ご
み
に
つ
い
て 

蘆
12
月
か
ら
３
月
ま
で
森
上
の
粗
大
ご
み
集
積

場
が
閉
鎖
に
な
り
ま
す
。 

蘆
粗
大
ご
み
を
不
燃
物
の
ご
み
袋
に
入
れ
て
地

区
集
積
場
へ
出
す
よ
う
な
こ
と
は
絶
対
に
し

な
い
で
下
さ
い
。 

蘆
引
越
し
等
の
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
粗

大
ご
み
を
処
理
す
る
必
要
が
生
じ
た
場
合
は
、

役
場
住
民
課
環
境
衛
生
係
へ
ご
相
談
下
さ
い
。 

蘆
粗
大
ご
み
の
集
積
場
は
平
成
20
年
４
月
13
日

（
第
２
日
曜
日
）
か
ら
再
開
予
定
で
す
。
　 

 

●
詳
し
い
こ
と
は
今
年
春
に
配
布
し
た
「
ご
み
・

リ
サ
イ
ク
ル
物
収
集
の
お
願
い
」
を
ご
覧
に

な
る
か
、
役
場
住
民
課
環
境
衛
生
係
（
電
話

７
２
―
５
０
０
０
）
ま
で
お
問
い
合
せ
下
さ

い
。 

●
不
法
投
棄
は
法
律
に
よ
っ
て
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

（
５
年
以
下
の
懲
役
、
１
、０
０
０
万
円
以
下

の
罰
金
な
ど
）
ま
た
野
焼
き
も
罰
せ
ら
れ
ま

す
。（
３
年
以
下
の
懲
役
、
３
０
０
万
円
以

下
の
罰
金
な
ど
） 

 

冬
期
間
の
ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て

冬
期
間
の
ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て 

冬
期
間
の
ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て 
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・ ・ 
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
中
継
局
開
局
の
お
知
ら
せ

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
中
継
局
開
局
の
お
知
ら
せ 
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
中
継
局
開
局
の
お
知
ら
せ 

   

　
長
野
県
内
の
テ
レ
ビ
放
送
事
業
者
で
は
、
２

０
１
１
年
７
月
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了
に
向
け

て
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
中
継
局
の
整
備
を
す

す
め
て
お
り
、
白
馬
局
（
11
月
）
、
大
町
局
、

飯
山
局
、
戸
倉
上
山
田
局
及
び
岡
谷
川
岸
局 

（
12
月
）
の
デ
ジ
タ
ル
放
送
中
継
局
が
開
局
い

た
し
ま
す
。 

　
試
験
電
波
は
、
下
表
の
と
お
り
発
射
し
て
い

ま
す
が
、
本
放
送
開
始
ま
で
の
期
間
は
、
放
送

機
器
の
動
作
確
認
な
ど
の
試
験
を
目
的
に
実
施

し
て
お
り
、
電
波
を
減
力
・
停
波
さ
せ
る
場
合

が
あ
り
、
映
像
が
映
ら
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

　
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信
機
を
お
持
ち
の
方

は
、
ぜ
ひ
、
デ
ジ
タ
ル
中
継
局
開
局
以
降
は
、

鮮
明
で
高
画
質
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
ご
覧

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。 

     

　
白
馬
村
で
は
保
有
し
て
い
る
村
有
地
を
入
札

で
売
却
し
ま
す
。 

　
売
却
の
対
象
と
な
る
土
地
の
場
所
は
地
図
に

示
し
た
場
所
で
、
７
筆
で
１
団
地
と
な
り
ま
す
。 

　
７
筆
の
合
計
面
積
は
７
５
５
・
３
７
裃
で
、

入
札
最
低
価
格
は
９
、１
８
５
、２
９
９
円
で
す
。 

　
こ
の
売
却
に
つ
い
て
の
縦
覧
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
の
で
、
申
請
様
式
等
の
詳
細
に
つ
い

て
は
縦
覧
書
類
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
総
務
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

縦
覧
期
間
　
平
成
19
年
11
月
５
日（
月
）か
ら 

　
　
　
　
　
平
成
19
年
12
月
７
日（
金
）ま
で 

縦
覧
時
間
　
平
日
の
み
の
縦
覧
で
、
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で 

縦
覧
場
所
　
白
馬
村
役
場
　
総
務
課 

 

 

■地上デジタル放送の関するお問い合わせは 
蘆総務省地デジコールセンター　0570—07—0101 
（※IP電話からおかけになる場合は03—4334—1111） 
（平日：午前９時～午後９時 
　土曜・日曜・祝祭日：午前９時～午後６時） 
蘆（社）地上デジタル放送推進協会（Dpa）ホームページ 
　http://www.dpa.or.jp/

■長野地上デジタル放送推進協議会 
総務省信越総合通信局　　tel.026—234—9992 
ＮＨＫ長野放送局　　　　tel.026—291—5230 
ＳＢＣ信越放送　　　　　tel.026—259—2111 
ＮＢＳ長野放送　　　　　tel.026—227—3000 
ＴＳＢテレビ信州　　　　tel.026—227—5511 
ａｂｎ長野朝日放送　　　tel.026—223—1000 
 

 中継局名 放送区域 試験電波 本放送開始 

 白馬局 白馬村、小谷村の各一部 10月28日 11月 

 大町局 大町市、安曇野市、池田町、松川村の各一部 11月16日 12月 

 飯山局 中野市、飯山市、木島平村、野沢温泉村の各一部 11月５日 12月 

 戸倉上山田局 長野市、千曲市、坂城町の各一部 11月８日 12月 

 岡谷川岸局 岡谷市の一部 11月９日 12月 

【開局予定の中継局（ＮＨＫ（総合・教育），ＳＢＣ，ＮＢＳ，ＴＳＢ，ａｂｎ）】 

売払い財産物件明細 
大字北城字大入2546番６
　地目：原野　地積：523裃
大字北城字大入2546番７
　地目：原野　地積：159裃
大字北城字境2458番10

　地目：原野　地積：16裃
大字北城26785番３
　地目：原野　地積：9.70裃
大字北城26781番２
　地目：原野　地積：9.44裃
大字北城字鍬田2545番６
　地目：原野　地積：8.23裃
大字北城字大入2546番８
　地目：原野　地積：30裃 

物件 

白　馬 
幼稚園 

白　馬 
中学校 

呑者屋 

セ ブ ン 
イレブン 

ローソン 

しろうま 
保 育 園 

白馬村 
役　場 

白馬駅 

6



日程変更地域 

地区名 期　日 時　間 場　所 

　通 
立の間 
青　鬼 

11月７日（水） ⇒  11月30日（金） 通農業生活改善施設 

内　山 
佐　野 
沢　渡 

11月29日（木） ⇒  12月３日（月） 18時30分～20時30分 佐野生活改善センター 

森　上 
野　平 
塩　島 

11月８日（木） ⇒  12月４日（火） 森上基幹センター 

広報はくば10月号でお知らせしました地域役員懇談会は、一部日程が変更となりましたのでお知らせします。 
なお、開催時間と開催場所については変更ありません。 

平成19年度　地域役員懇談会　一部日程変更のお知らせ 

・ 学校施設整備計画について ・ 

１．計画名称　白馬村公立学校等施設整備計画 
 

２．計画作成主体　白馬村 
 

３．計画期間　平成18年度～平成19年度 
 

４．域内の公立の義務教育諸学校等施設の 
　　整備状況について 

＊お問い合わせ　白馬村教育委員会　72―5000（内線125） 

整備事業の内容 

計画期間内工事費等 計画期間における各事業の予定 

白馬南小学校 
白馬南小学校 
白馬南小学校 
白馬北小学校 
　　　計 

地震補強 
大規模改造（法令等） 
大規模改造（法令等） 
地震補強 

校 
校 
校 
校 

Ｒ 
Ｒ 
Ｒ 
Ｒ 

１ 
― 
― 
１ 
２ 

2,218 
140 
341 
1,756

4,800 
4,200 
17,286 
21,800 
48,086

○ 
○ 
 
○ 

 
 
○ 

当　　初 当　　初 補　　正 本省繰越 

18年度分 19年度分 

　義務教育諸学校等施設費国庫負担法等の一部

が改正され、従来の補助金制度に替わり、「安全・

安心な学校づくり交付金」が創設されました。 

　この交付金を受けるにあたり、白馬村におい

て学校施設整備計画を作成しましたので、義務

教育諸学校等の施設費の国庫負担等に関する法

律に基づき公表します。 

６．５の目標を達成するために必要な整備事業について 

保有校数及び耐震化の状況等（H19.４.１現在） 

保有校等 

（a）のうちS56年以前に建設された棟（b） 

耐震診断 
実施率 

棟 

棟 

棟 

棟 

棟 

棟 

棟 

棟 

棟 

棟 

% 

% 

% 

% 

%

棟 

棟 

棟 

棟 

棟 

域内 
全棟数（a） うち耐震性 

のある棟 
うち耐震性 
の無い棟 

学校給食施設 

　　単独校調理場 

　　共同調理場 

スポーツ施設 

　　学校水泳プール 

　　学校武道場 

　　社会体育施設 

２ 

１ 

１ 

１ 

３ 

 

４ 

６ 

３ 

２ ２ 100校 

校 

校 

校 

校 

箇所 

箇所 

 

箇所 

箇所 

箇所 

小　　学　　校 

中　　学　　校 

高　等　学　校 

特殊教育諸学校 

幼　　稚　　園 

５．公立の義務教育諸学校等施設の 
　　整備に関する目標について 

○耐震性の確保を図る整備 
　耐震診断により、耐震性のないことが確

認された小学校校舎２棟について耐震補強

を実施する。 

○防犯対策など安全性の確保を図る整備 
　検査でアスベストの使用が、明らかにな

った白馬南小学校ボイラー室及び昇降口

天井・階段天井の除去工事を実施する。 

棟 

棟 

棟 

棟 

棟 

うち補強 うち改築 → 

小　　学　　校 

中　　学　　校 

高　等　学　校 

特殊教育諸学校 

幼　　稚　　園 

学校区分 

（現状） （目標） 

棟 

棟 

棟 

棟 

棟 

棟 

棟 

棟 

棟 

棟 

２ ２ → 

→ 

→ 

→ 

→ 

棟 

棟 

棟 

棟 

棟 

66.7 100

計画期間中に 
耐震化を図る棟数 

耐震化事業実施による 
耐震化率の目標（％） 

耐震化 
棟数 

面積等（裙、 
箇所等） 

工事費 
（千円） 

建物 
区分 

構造 
区分 

学校名 事業名 
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 工区名 箇所 除雪担当者

 神城地区  

 神城１工区 内山・東佐野地区 白馬陸運譁

 神城２工区 佐野地区 長沢右一

 神城３工区 沢渡地区 姫川建設譁

 神城４工区 堀之内地区 譁大糸

 神城５工区 三日市場地区 ㈲ダイトー工業

 神城６工区 飯田地区（犬川端） 譁エンレイ

 神城７工区 飯田・五竜地区 譁大糸

 神城８工区 飯森地区 白馬陸運譁

 神城９工区 飯森地区（旧国道北側・
譁大糸   飯森ゲレンデ線）

 神城10工区 名鉄地区北側 ㈲田中建設

 神城11工区 名鉄地区南側 ㈲平瀬工業

 神城12工区 旧農道１号・通学路線 
譁大糸   （旧農道２号）

 神城13工区 白馬村南部歩道除雪路線 ㈲ダイトー工業

 神城14工区 凍結防止剤散布路線 ㈲田中建設   （神城～八方）

 北城地区  

 北城１工区 深空地区 譁大糸

 北城２工区 深空地区内指定路線
譁平林工務店   （白馬ニュータウン外）

 北城３工区 みそら野地区 白馬綜合開発譁

 北城４工区 みそら野地区内指定路線 白馬陸運譁

 北城５工区 みそら野・瑞穂・ ㈲瑞穂サービス   エコーランド地区

 北城６工区 白馬町・八方口地区 譁落田

 北城７工区 真畔線・和田野地区本線 鈴木　孝

 北城８工区 八方・和田野地区東側 ㈲田中建設

 北城９工区 八方・山麓地区 共和興業譁

 北城10工区 八方地区（旧ジャンプ台線） 鈴木　孝

 北城11工区 大出地区 共和興業譁

 北城12工区 蕨平地区 譁白馬三津野

 北城13工区 嶺方地区 譁白馬三津野

 北城14工区 森上・塩島・通地区 ㈲吉田建設

 北城15工区 どんぐり地区内幹線 ㈲どんぐり

 北城16工区 どんぐり地区内支線 ㈲どんぐり

 北城17工区 森上～野平地区間 共和興業譁

 北城18工区 野平地区 譁大糸

 北城19工区 立の間地区 共和興業譁

 北城20工区 青鬼地区 共和興業譁

 北城21工区 塩島地区 譁塩島組

 北城22工区 森上～新田地区 共和興業譁

 北城23工区 森上～新田～切久保地区 譁落田

 北城24工区 落倉地区（県道西側外） 譁タクミ

 北城25工区 落倉地区（県道東側） 共和興業譁

 北城26工区 白馬村北部歩道除雪路線 白馬ソイル工業譁

 北城27工区 凍結防止剤散布路線 白馬ソイル工業譁   （八方～北部）

 直営路線 白馬町・八方口地区の一部 白馬村直営   ジャンプ台線

山麓線～オリンピック道路 譁落田

 準直営路線 オリンピック道路・咲花線 白馬石産譁

消防署前線・山麓線 譁大糸

 年間委託路線 みそら野別荘地内管理道路 白馬綜合開発譁

　
本
年
度
の
村
道
除
雪
・
融
雪
剤
散
布
委
託
業

務
の
入
札
の
結
果
、
各
地
区
の
除
雪
を
担
当
す

る
個
人
・
業
者
が
左
表
の
と
お
り
決
定
し
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

　
間
も
な
く
本
格
的
な
降
雪
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま

り
ま
す
。
地
域
事
業
の
振
興
と
皆
様
の
生
活
の

安
定
を
確
保
す
る
べ
く
よ
り
一
層
の
努
力
を
し

て
参
り
ま
す
が
、
安
全
か
つ
安
定
し
た
除
雪
業

務
の
遂
行
に
は
村
民
の
皆
様
の
ご
協
力
が
不
可

欠
で
す
。
以
下
の
点
に
つ
き
ま
し
て
、
皆
様
の

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

・
近
年
、
雪
押
し
場
の
確
保
が
非
常
に
困
難
に

な
っ
て
い
ま
す
。
よ
り
多
く
の
雪
押
し
場
が
　

確
保
で
き
れ
ば
よ
り
効
率
的
で
ス
ム
ー
ズ
な
除

雪
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
道
路
脇
に
土
地
を
お

持
ち
の
方
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

 

・
冬
期
間
の
路
上
駐
車
は
除
雪
作
業
の
妨
げ
と

な
る
だ
け
で
な
く
、
交
通
事
故
の
原
因
と
も
な

り
か
ね
ま
せ
ん
の
で
お
止
め
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
作
業
の
支
障
と
な

る
よ
う
な
場
所
に
置
か
れ
た
物
品
等
に
つ
き
ま

し
て
は
撤
去
を
、
路
上
に
伸
び
た
木
の
枝
等
は

伐
採
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

・
住
宅
等
の
玄
関
先
に
ど
う
し
て
も
雪
が
残
っ

て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
お
手
数
で
も
家

先
の
雪
に
つ
き
ま
し
て
は
皆
様
で
除
雪
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

 

・
自
宅
敷
地
内
の
雪
の
片
付
け
に
つ
き
ま
し
て

は
、
無
断
で
他
の
敷
地
に
排
雪
す
る
こ
と
な
　

ど
の
な
い
よ
う
、
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
行
っ
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

・
除
雪
業
務
関
係
者
は
い
つ
降
る
や
も
し
れ
ぬ

雪
に
備
え
、
自
ら
の
生
活
を
犠
牲
に
し
て
昼
夜

関
係
な
く
過
酷
な
業
務
に
就
い
て
い
ま
す
。
そ

の
点
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
村
民
の
皆
様
の
あ

た
た
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

 

お
問
い
合
わ
せ
　
役
場
建
設
課 

　
７
２
―
５
０
０
０
（
内
線
１
４
５
） 

各
地
区
の
除
雪
担
当
者
が
決
定
し
ま
し
た

各
地
区
の
除
雪
担
当
者
が
決
定
し
ま
し
た 
各
地
区
の
除
雪
担
当
者
が
決
定
し
ま
し
た 
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○登録状況は本誌及び白馬村行政ＨＰでお知らせしていきます。掲載
されたものを譲ってほしい方、譲りたい方は総務課へご連絡下さい。 

○みなさんの、譲りたい物、譲ってほしい物を登録し、物を大切にす
る心を育みながら、資源の節約・ごみの減量に取り組みましょう。 

総務課消費者行政担当　http://www.vill.hakuba.nagano.jp　　somu@vill.hakuba.nagano.jp 登録状況（11月12日現在）

ゆずります 
 ・２段ベッド（マット・手すり付）［金額応相談］ 
・食器乾燥機［金額応相談］ 

ゆずってください 
 現在登録はありません 

村づくりに対する皆さんのご意見をお寄せください。24時間皆さんの声を受け付けています。 

白馬村公式ホームページから 
http://gyosei.vill.hakuba.nagano.jp/somu/soncyo/form.html

村長室直通FAX 
0261―72―4899

役場FAX 
0261―72―7001

落　札　者 

場　　　所 

入　札　日 

落札決定額 

工　事　名 
平成19年度　地方道路整備
臨時交付金　道路改良工事 

姫川建設（株） 

（株）大糸〔辞退〕 

姫川建設（株） 

（株）落田 

（株）白馬三津野 

（株）宮尾建設〔辞退〕 

白馬村大字神城字五竜３工区（村道2026号線） 

（有）吉田建設 

￥27,930,000（消費税含む） 

入札参加者 

平成19年度　地方道路整備
臨時交付金　道路改良工事

平成19年10月19日 

（株）宮尾建設 

白馬村大字神城字五竜２工区（村道2026号線）　 

姫川建設（株） 

（株）落田 

（株）白馬三津野 

（株）宮尾建設 

（株）大糸〔辞退〕 

（有）吉田建設 

￥26,040,000（消費税含む） 

平成19年10月19日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成19年度

村道除雪

（融雪剤散布）

業務 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成19年

10月26日 

（金） 

神城１工区（東佐野・内山地区）

神城２工区（佐野地区）

神城３工区（沢渡地区）

神城４工区（堀之内地区）

神城５工区（三日市場地区）

神城７工区（飯田地区）

神城８工区（飯森地区）

神城10工区（名鉄地区北）

神城12工区（神城地区幹線道路）

北城１工区（深空地区）

北城３工区（みそら野地区）

北城５工区（みそら野・瑞穂・エコーランド地区）

北城６工区（白馬町・八方口地区）

北城７工区（八方（真畔線）・和田野地区）

北城９工区（八方・山麓地区）

北城13工区（嶺方地区）

北城14工区（森上・塩島・通地区）

北城15工区（どんぐり地区幹線）

北城20工区（青鬼地区）

北城22工区（森上・新田地区）

北城23工区（森上・新田・切久保地区）

北城24工区（落倉地区）

北城25工区（落倉地区） 

白馬陸運（株） 

長沢　右一 

姫川建設（株） 

（株）大糸 

（有）ダイトー工業 

（株）大糸 

白馬陸運（株） 

（有）田中建設 

（株）大糸 

（株）大糸 

白馬綜合開発（株） 

（有）瑞穂サービス 

（株）落田 

鈴木　孝 

共和興業（株） 

（株）白馬三津野 

（有）吉田建設 

（有）どんぐり 

共和興業（株） 

共和興業（株） 

（株）落田 

（株）タクミ 

共和興業（株） 

￥4,645,830

￥2,781,975

￥3,310,020

￥2,921,520

￥3,379,740

￥10,297,140

￥5,112,450

￥3,438,750

￥4,460,400

￥2,896,740

￥6,504,225

￥11,039,910

￥5,048,400

￥3,950,100

￥5,860,050

￥2,959,740

￥5,654,250

￥3,370,500

￥2,618,490

￥3,614,100

￥6,929,580

￥5,447,610

￥5,708,430

白馬陸運（株） 

長沢　右一 

姫川建設（株） 

（株）大糸 

（株）大糸（辞退） 

（株）大糸 

白馬陸運（株） 

（有）田中建設 

（株）大糸 

（株）大糸 

白馬綜合開発（株） 

（有）瑞穂サービス 

（株）落田 

鈴木　孝 

共和興業（株） 

（株）白馬三津野 

（有）吉田建設 

（有）どんぐり 

共和興業（株） 

共和興業（株） 

（株）落田 

（株）タクミ 

共和興業（株） 

 

 

 

 

（有）ダイトー工業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工事名 入札日 場　所 
落札者 

（決定者） 
落札決定額 

（消費税含む） 
入札参加者 

入札結果（除雪） 

入札結果 
   

　
教
育
委
員
の
松
沢
万
惠
さ
ん
が
平
成
19
年
11

月
20
日
付
で
任
期
満
了
と
な
り
、
続
い
て
平
成

19
年
11
月
21
日
付
で
再
任
と
な
り
し
た
。
任
期

は
平
成
23
年
11
月
20
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。 

 

白
馬
村
教
育
委
員 

委
　
　
員
　
　
長
　
太
田
昭
雄 

委
員
長
職
務
代
理
　
田
中
榮
一 

委
　
　
　
　
　
員
　
松
沢
万
惠 

委
　
　
　
　
　
員
　
武
田
　
　
進 

教
　
　
育
　
　
長
　
吉
沢
武
志 

教
育
委
員
の 

異
動
に
つ
い
て
お
知
ら
せ 
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義務教育施設整備事業（小中学校校舎、体育館など）

８億２千４百万円（対前年▲6.0％）

地域総合整備事業債（ウィング21、ジャンプ台サマ

ー化など） 13億百万円（▲9.5％）

辺地対策事業債（スノーハープ、野平村道他）

１億２千百万円（▲53.3％）

一般公共事業債（国からみて必要な事業に対する地

方負担のために借りる起債－県営農道、土地改良な

ど） ７億６千２百万円(▲11.0％)

臨時地方道整備事業債（村道新設改良）

６億８千７百万円（▲9.1％）

福祉施設整備事業債等（しろうま保育園建設）

４億６千６百万円（皆増）

臨時財政対策債（交付税の代替として地方が借りる

起債） 12億８千６百万円（13.9％）

主な内容 義務教育施設整備事業

5千３百万円

地域総合整備事業債

1億３千６百万円

辺地対策事業債

１億３千９百万円

一般公共事業債

１億１千万円

臨時地方道整備事業債

７千７百万円

臨時財政対策債

２千８百万円

74億7千6百万円 

（前年比▲1億2千百万円）
総　　額 

8億8千4百万円 

（前年比▲1億2千2百万円）

地方債残高 

（Ｈ18年度末現在）

 18年度返済額 

（1年間で返した元金）

※地方債－村が事業を行うときに、その資金として金融機関や国の資金から借入れたお金。なかには、国の政
策により事業を伴わず、一般財源として借りた地方債（臨時財政対策債）もあります。 

起債残高の推移 

0

20

40

60

80

100

Ｈ14Ｈ15Ｈ16Ｈ17Ｈ18Ｈ19Ｈ20Ｈ21Ｈ22Ｈ23 Ｈ14Ｈ15Ｈ16Ｈ17Ｈ18Ｈ19Ｈ20Ｈ21Ｈ22Ｈ23

金額（億円） 
公債費の推移 

0

2

4

6

8

10

12

14

16

年 年 

金額（億円） 

事　業　名 地方債残高（Ｈ18年度末現在）

公共下水道事業 70億　　１百万円

農業集落排水事業 ２億９千６百万円

水道事業 12億９千６百万円

　
今
回
は
、
皆
さ
ん
が
ご
心
配
し
て
い
る
村
の

借
金
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
事
業
を
し
た
と
き
の

借
金
が
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
を
報
告
し
ま
す
。 

　
18
年
度
決
算
時
に
お
け
る
地
方
債
（
い
わ
ゆ

る
借
金
）
の
残
高
を
お
示
し
し
ま
す
。（
一
般

会
計
分
） 

　
過
去
５
年
間
と
今
後
の
地
方
債
残
高
と
公
債

費
（
毎
年
の
償
還
額
）
の
推
移
・
推
計
は
グ
ラ

フ
の
と
お
り
で
す
。18
年
度
は
横
ば
い
で
し
た

が
、
今
後
、
借
金
は
着
実
に
減
っ
て
い
く
予
定

で
す
。（
ピ
ー
ク
は
Ｈ
９
年
度
の
１
１
７
億
円

で
し
た
。） 

　
公
債
費
も
減
少
傾
向
が
つ
づ
く
予
定
で
、20

年
度
以
降
８
億
円
か
ら
６
億
円
台
へ
と
推
移
す

る
見
込
み
で
す
。
こ
の
よ
う
に
借
金
は
減
少
し

て
い
き
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に
村
税
や
交
付
税

が
減
っ
て
い
く
傾
向
が
続
い
て
い
る
た
め
、
負

担
感
が
軽
く
な
ら
な
い
の
が
現
状
で
す
。 

　
ま
た
、
一
般
会
計
は
以
上
の
と
お
り
で
す
が
、

公
営
企
業
会
計
（
上
下
水
道
事
業
の
会
計
）
に

は
一
般
会
計
に
匹
敵
す
る
地
方
債
残
高
が
あ
り
、

こ
の
負
担
軽
減
化
が
大
き
な
課
題
で
す
。 

 

村
が
抱
え
る
借
金
　
〜
地
方
債
残
高
と
公
債
費
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て
〜 
村
が
抱
え
る
借
金
　
〜
地
方
債
残
高
と
公
債
費
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て
〜 

財
政
報
告 

⑮ 
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　北部消防署・白馬小谷防火管理者協議会・大北
北部消防連絡協議会による防火ポスター表彰式が
10月24日（水）にふれあいセンターで開催され、応
募109作品のうち入選した20作品が表彰されました。
○小学生一部　金賞　白馬北小　相澤　光君
○小学生二部　金賞　白馬南小　天野千穂さん
○中学生の部　金賞　白 馬 中　池田直人君

　10月11日（木）に第４回白馬うまリンピックが
開催されました。 
　各部門の最優秀賞作品は次のとおりです。

　来年度の大北植樹祭は、白馬村が会場市町村と
なり５月下旬に開催されます。植樹場所は、大出
公園の姫川東側の林地「探勝ゾーン」を予定して
います。そのための地拵えである間伐・下刈り作
業が10月中旬に終了しました。山はとても明るく
なりました。来年はこの1haのエリアに、1000本の
広葉樹を約600人の参加者で植栽します。

大出公園の間伐が終わりました 防火ポスター表彰式 

第４回白馬うまリンピック 

料理部門 
信州サーモンそばの実揚げ煮 
（松沢邦弘さん） 

※来年も開催予定ですので、 
　ぜひご参加ください。 

漬物部門 
おたから漬け 
（徳武春美さん） 

デザート部門 
紫米のもちもちどら焼き 

（丸山枝利子さん） 

11



   

　
白
馬
村
農
業
体
験
実
習
館
（
飯
田
区
）
横
に

あ
る
白
馬
村
野
外
緑
地
広
場
（
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）

の
本
年
度
の
利
用
は
、
平
成
19
年
11
月
25
日
ま

で
と
し
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。 

　
な
お
、
来
年
度
の
利
用
開
始
日
は
平
成
20
年

４
月
28
日
の
予
定
で
す
。 

 

白
馬
村
野
外
緑
地
広
場

白
馬
村
野
外
緑
地
広
場
 

（
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）の
利
用
利
用
日
に
つ
い
て
 

「
人
権
擁
護
委
員
」

「
人
権
擁
護
委
員
」
が
 

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
 

   

　
10
月
１
日
付
け
で
、
法
務
大
臣
よ
り
新
た
に

人
権
擁
護
委
員
に
横
川
正
明
さ
ん
が
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。 

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
国
民
の
基
本
的
人
権
が

侵
さ
れ
な
い
よ
う
監
視
し
、
人
権
に
関
す
る
悩

み
等
の
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。 

　
村
の
人
権
擁
護
委
員
は
横
川
さ
ん
以
外
に
２

名
お
り
、
日
々
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

連
絡
先
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。 

 

◇
横
川
正
明
さ
ん（
塩
島
） 

　
T
E
L
　

7
2
―

2
2
5
3 

◇
宮
尾
幸
典
さ
ん（
飯
森
） 

　
T
E
L
　

7
5
―

2
7
0
0
 

◇
平
林
千
枝
子
さ
ん（
佐
野
） 

　
T
E
L
　

7
5
―

3
1
6
0
 

 

　
11
月
以
降
に
予
定
し
て
い
る
「
心
配
ご
と
相

談
所
」
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

○
開
催
日
　
11
月
20
日（
火
）・
12
月
18
日（
火
） 

　
　
　
　
　
１
月
22
日（
火
）・
３
月
18
日（
火
） 

○
時
　
間
　
午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で 

○
場
　
所
　
白
馬
村
保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー 

○
相
談
員
　
白
馬
村
人
権
擁
護
委
員 

　

民
生
児
童
委
員 

 

＊
お
問
い
合
わ
せ 

　
白
馬
村
役
場
住
民
課 

　
T
E
L
　
7
2
―

5
0
0
0
 

　
白
馬
村
社
会
福
祉
協
議
会 

　
T
E
L
　

7
2
―

7
2
3
0

   

　
白
馬
村
と
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
推
進

協
議
会
で
は
、「
あ
な
た
も
○
○
宣
言
し
て
み

ま
せ
ん
か
？
」
と
題
し
て
次
の
と
お
り
研
修
会

を
開
催
し
ま
す
。 

講
師
　
宮
下
さ
ん
の
「
結
婚
25
年
目
の
恋
人
宣

言
！
」「
○
○
に
出
ま
す
宣
言
！
」
な
ど
 

を
聞
き
に
来
ま
せ
ん
か
？
 
 

　
 

○
日
　
時
　
平
成
19
年
12
月
６
日（
木
） 

　
　
　
　
　
午
前
10
時
よ
り
　
 

○
場
　
所
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
２
階
 

　
　
　
　
　
学
習
室
 

○
講
　
師
　
長
野
県
教
育
委
員
会
事
務
局
 

　
　
　
　
　
文
化
財
・
生
涯
学
習
課
 

　
　
　
　
　
人
権
教
育
推
進
委
員
 

　
　
　
　
　
宮
下
英
子
さ
ん
 

○
内
　
容
　「
あ
な
た
も
○
○
宣
言
し
て
み
ま

せ
ん
か
？
」 

　
 

　
各
家
庭
で
、
ま
た
地
域
や
職
場
等
に
お
い
て

男
性
も
女
性
も
お
互
い
に
協
力
し
て
住
み
や
す

い
社
会
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。 

　
自
由
に
出
席
出
来
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
の

出
席
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 ＊
お
問
い
合
わ
せ
 

　
白
馬
村
役
場
総
務
課
　
男
女
共
同
参
画
係
 

T
E
L
　

7
2
―

5
0
0
0
  

白
馬
村
野
外
緑
地
広
場
 

（
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）の
利
用
日
に
つ
い
て
 

大
北
圏
域
障
害
者

大
北
圏
域
障
害
者
 

総
合
支
援

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
出
張
相
談

出
張
相
談
日
程
 

大
北
圏
域
障
害
者
 

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
出
張
相
談
日
程
 

「
人
権
擁
護
委
員
」
が
 

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
 

男
女
共
同
参
画
 

研
修
会
の
お
知
ら
せ
 

              

　
身
体
障
害
・
知
的
障
害
・
精
神
障
害
を
お
持

ち
の
方
、
ご
家
族
の
方
等
の
あ
ら
ゆ
る
ご
相
談

に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

日
　
程
　
12
月
21
日（
金
）（
安
里
） 

　
　
　
　
２
月
１
日（
金
）（
松
田
） 

　
　
　
　
３
月
７
日（
金
）（
安
藤
） 

 

時
　
間
　
午
後
１
時
〜
３
時 

 

場
　
所
　
保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
２
階
相
談
室 

 

＊
お
問
い
合
わ
せ 

　
大
北
圏
域
障
害
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー 

　
　
T
E
L
　

2
6
―

3
8
5
5 

　
　
F
A
X
　

2
6
―

3
8
5
6 

　
　E
―m

ail

　sukuram
ujp

＠yahoo.co.jp 

 

　
白
馬
村
役
場
保
健
福
祉
課
（
担
当
　
柏
原
） 

　
　
T
E
L
　

7
2
―

5
0
0
0
（
1
5
4
） 

　
　
F
A
X
　

7
2
―

7
0
0
1
 

　
　E

―m
ail

　hokenfukushi
＠vill.hakuba.nagano.jp

  

 

　
職
場
に
お
け
る
賃
金
不
払
残
業
（
サ

ー
ビ
ス
残
業
）
は
、
長
時
間
労
働
の
温

床
と
も
な
り
、
ま
た
長
時
間
労
働
等
に

よ
る
過
重
な
労
働
は
、
労
働
者
の
健
康

を
害
す
る
原
因
と
な
る
だ
け
で
な
く
、

生
命
へ
の
危
険
を
も
た
ら
す
要
因
と
も

な
り
ま
す
。 

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
過
重
労
働
に
よ

る
健
康
障
害
防
止
や
賃
金
不
払
残
業
の

解
消
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、11
月
を

「
過
重
労
働
・
賃
金
不
払
残
業
解
消
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間
」
と
定
め
、
労
使
の

自
主
的
な
取
組
を
促
す
た
め
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
活
動
を
実
施
し
ま
す
。 

　
11
月
23
日（
金
）の
勤
労
感
謝
の
日
に
、

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で
「
全
国
一

斉
無
料
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」
を
設
置
し
ま

す
。
日
頃
か
ら
過
重
労
働
や
賃
金
不
払

残
業
に
関
す
る
悩
み
・
疑
問
を
持
っ
て

い
る
事
業
者
・
労
働
者
お
よ
び
そ
の
家

族
か
ら
の
相
談
を
受
け
付
け
助
言
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
電
話
し
て
く
だ

さ
い
。 

 

○
無
料
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
番
号 

　
T
E
L
　

0
1
2
0
―

8
9
7
―

2
8
3
 

 

＊
お
問
い
合
わ
せ 

　
長
野
労
働
局
労
働
基
準
部
監
督
課 

　
T
E
L
　

0
2
6
―

2
2
3
―

0
5
5
3
 

長
野
労
働
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
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認
知
症
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う 

 

　
認
知
症
の
症
状
や
対
応
な
ど
に
つ
い
て
、

前
回
ご
く
簡
単
に
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、
今

回
は
認
知
症
の
方
の
思
い
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。 

　
昨
年
の
10
月
16
日
、17
日
に
京
都
市
内
に

お
い
て
、
国
内
で
は
初
め
て
と
な
る
認
知
症

の
人
た
ち
自
身
に
よ
る
「
本
人
会
議
」
が
開

か
れ
ま
し
た
。
そ
の
最
終
日
に
本
人
た
ち
が

ま
と
め
た
ア
ピ
ー
ル
文
章
が
あ
る
の
で
ご
紹

介
し
ま
す
。
　 

○
本
人
同
士
で
話
し
合
う
場
を
作
り
た
い
。 

・
仲
間
と
出
会
い
、
話
し
た
い
。
助
け
合
っ

て
進
み
た
い
。 

・
私
達
の
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
情
報
交
換
し

た
い
。 

・
仲
間
の
役
に
た
ち
、
励
ま
し
合
い
た
い
。 

○
認
知
症
で
あ
る
こ
と
を
わ
か
っ
て
く
だ
さ

い 

・
認
知
症
の
た
め
に
何
が
起
こ
っ
て
い
る
か
、

ど
ん
な
気
持
ち
で
暮
ら
し
て
い
る
か
わ
か

っ
て
欲
し
い
。 

・
認
知
症
を
早
く
診
断
し
、
こ
れ
か
ら
の
こ

と
を
一
緒
に
さ
さ
え
て
ほ
し
い
。 

・
い
い
薬
の
開
発
に
お
金
を
か
け
、
優
先
度

の
高
い
薬
が
早
く
必
要
で
す
。 

○
私
達
の
こ
こ
ろ
を
き
い
て
く
だ
さ
い
。
　 

・
私
は
私
と
し
て
生
き
て
行
き
た
い
。 

・
私
な
り
の
楽
し
み
が
あ
る
。 
 

 

・
ど
ん
な
支
え
が
必
要
か
、
ま
ず
は
、
私
達

に
き
い
て
ほ
し
い
。 

・
少
し
の
支
え
が
あ
れ
ば
、
で
き
る
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。 

・
で
き
な
い
こ
と
で
、
だ
め
だ
と
き
め
つ
け

な
い
で
。 

○
自
分
達
の
意
向
を
施
策
に
反
映
し
て
ほ
し

い
。 

・
あ
た
り
前
に
暮
ら
せ
る
サ
ー
ビ
ス
を
。 

・
自
分
達
の
力
を
活
か
し
て
働
き
続
け
、
収

入
を
得
る
機
会
が
ほ
し
い
。 

・
家
族
を
楽
に
し
て
ほ
し
い
。 

○
家
族
へ 

・
私
達
な
り
に
、
家
族
を
支
え
た
い
こ
と
を

わ
か
っ
て
ほ
し
い
。 

・
家
族
に
感
謝
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
た
い
。 

○
仲
間
た
ち
へ 

・
暗
く
深
刻
に
な
ら
ず
に
、
割
り
切
っ
て
。

ユ
ー
モ
ア
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。 

　
以
上
で
す
。
認
知
症
の
方
の
気
持
ち
、
少

し
わ
か
り
ま
し
た
か
。 

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者
の

皆
様
の
介
護
・
介
護
予
防
・
権
利
擁
護
な
ど

の
御
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
秘
密
は
厳
守

い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　 

 

白
馬
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
役
場
庁

舎
内
） 

電
話
（
直
通
）
７
２
―

６
６
６
７
 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

財団法人　白馬村振興公社 

ジンジャーマン工房 

道の駅白馬 

そば生産組合 

道の駅白馬 
TEL　0261―75―3880
FAX　0261―75―3810

企 画 

製 造 者   

販 売 店 

地場産生産者 

お問い合わせ先 

出 身 地 

性 格 

種 類 

販 売 価 格 

特
産
品
名
 　 

白
馬
の
そ
ば
畑
 

白
馬
村
特
産
品
紹
介
シ
ー
ト
 

白馬村

ドライ＆ウェット  

ケーキ菓子

そばの実　600円
く る み　650円

生 産 者 の 声 

そば粉を使用したパウンドケーキです。 
程よいパサパサ感が癖になる一品 
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白
馬
村
野
外
緑
地
広
場
 

（
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）の
利
用
日
に
つ
い
て
 

「
人
権
擁
護
委
員
」
が
 

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
 

大
北
圏
域
障
害
者
 

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
出
張
相
談
日
程
 



11月～12月保健ガイド  

毎週火曜日 
毎週水曜日 
毎週木曜日 

１歳児の広場 
０歳児の広場 
２・３歳児の広場 

子育て支援ルーム 

９：30～12：00

９：30～12：00、13：30～16：00

13：30～16：00

毎週月曜日 育児相談 ９：30～12：00

※12月24日はお休みします 

自由利用 
毎週月曜日 

毎週火・水・木曜日 

毎週金曜日 自由利用（南部保育園） 

12月17日（月）10：30～11：30　　「山崎先生と語る会（4）山崎先生とミニコンサート」

９：30～11：30

大北一円（外科） 白馬・小谷村 月　日 曜日 

 

休日当番医 

しんたにクリニック 
白馬診療所 
横沢医院 
公済堂（北沢）医院 
栗田医院 
小谷村診療所 
しんたにクリニック 
白馬診療所 

栗林医院 
西森整形外科 
狩谷整形外科医院 
大町総合病院 
安曇総合病院 
石曽根医院 
みどりクリニック 
栗林医院 

11月18日
11月23日
11月25日
12月２日
12月９日
12月16日
12月23日
12月24日

（日） 
（金） 
（日） 
（日） 
（日） 
（日） 
（日） 
（月） 

大町市内（内科・小児科） 
加藤診療所 
菊地クリニック 
小野医院 
平林医院 
横沢内科医院 
新津内科医院 
伊東医院 
柿下クリニック 

歯科医院 
たけうち歯科医院 
小田切歯科医院 
金子歯科医院 
柏原歯科医院 
平林歯科医院 
いとう歯科医院 
横澤歯科医院 
師岡歯科医院 

予防接種 
月　日 接種の種類 受付期間 対象になるお子さん 

場所：ふれあいセンター 

11月22日（金）

12月19日（水）

三種混合 
 

三種混合 
 

１：15～２：15

１：15～２：15

初回１回　Ｈ19. ２月生～７月生
追加18.11月までに初回３回目を接種した児
初回２回　Ｈ19. ２月生～７月生
追加18. 12月までに初回3回目を接種した児

※毎週月曜日に実施していた、ふれあいセンター開放日（育児相談日）は、 
　子育て支援ルーム（旧　中部保育所）にて実施しています。 

場所：ふれあいセンター等 健 診 等  
月　日 事業名 受付期間 対象になるお子さん 

11月21日（水）
11月26日（月）
11月27日（火）
11月29日（木）
12月５日（水）
12月12日（水）
12月13日（木）
12月17日（月）
12月20日（木） 

１才半健診 
２ヶ月育児相談 
赤ちゃん健診 

マタニティ教室③ 
２才健診 

すくすく広場 
１才半健診 

２ヶ月育児相談 
赤ちゃん健診 

１：00～１：15

９：45～10：00

９：15～９：30

10：00～11：30

１：00～１：15

９：30～１：30

１：00～１：15

９：45～10：00

９：15～９：30

Ｈ18. ４月生から５月生
Ｈ19. ９月生
Ｈ19. ７月生および19年１月生
妊婦（夫）さん
Ｈ17. ９月生から11月生

Ｈ18. ６月生
Ｈ19. 10月生
Ｈ19. ８月生および19年２月生

   

　
長
野
県
内
の
事
業
所
で
働

く
す
べ
て
の
労
働
者
と
、
労

働
者
を
一
人
で
も
雇
用
し
て

い
る
す
べ
て
の
使
用
者
に
適

用
さ
れ
る
「
長
野
県
最
低
賃

金
」
が
改
正
さ
れ
、
10
月
21

日
か
ら
時
間
額
6
6
9
円
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
賃
金
の
確
認
を
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
 

　
な
お
、
対
象
と
な
る
賃
金

は
、
通
常
の
労
働
時
間
・
労

働
日
に
対
応
す
る
賃
金
で
、

臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
や

手
当
て
等
は
含
み
ま
せ
ん
。
 

 ＊
お
問
い
合
わ
せ
 

　
大
町
労
働
金
順
監
督
署
 

T
E
L
　

2
2
―

2
0
0
1

長
野
県
最
低
賃
金 

改
正
の
お
知
ら
せ 
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館長　太田敏彦 

Tel.0261―72―5000 
Fax.0261―72―7001

白 馬 村 公 民 館 

2007.11.19

年々作品数が多くなって、
さらにレベルも上がってい
ますね！ 

お茶席が３席設けられまし
た。結構なお点前で。 

白馬山案内人組合の皆様の
ご協力で、今年もクライミ
ング体験を行いました。 
大勢の子どもが参加してい
ました。 

和歌山県太地町・静岡県河津町の皆さんが遠路
はるばる来村していただき特産品の販売・振る
舞いをしてくれました。 

多くの人で賑わいお昼には
もう売り切れになってしま
った出店もありました。 

毎年多くのグループが参加して行う芸能発表。
今年は、３日に音楽関係、４日に芸能関係の発
表を行いました。会場につめかけた、お客さん
から、出演者に大きな拍手が贈られました。 

　11月２日（金）～４日（日）にウイング21を会場に第37回白馬
村文化祭が開催されました。大勢の皆さんにご来場いただき
大盛況となりました。
　この文化祭にご参加・ご協力頂きました皆さんにこの紙面
を借りてお礼申し上げます。

残念なお知らせと協力依頼について
11月３日（土）にウイング21アリーナ内で丹誠込めて作成された展示作品（アクセサリー）の盗
難事件が発生しました。また、同日、駐車中の車への当て逃げ事件も発生しました。お心当た
りの方（目撃情報）は白馬村交番までお知らせ下さい。

作品展示作品展示 

クライミング体験クライミング体験 

姉妹都市コーナー姉妹都市コーナー 

バザーバザー・出店出店 

芸能発表芸能発表 

お茶席お茶席 

作品展示 

クライミング体験 

姉妹都市コーナー 

バザー・出店 

芸能発表 

お茶席 

1
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観
光
と
美
味
し
い
空
気
 

飯
森
／
松
本
悦
子
 

　
八
方
の
あ
る
ホ
テ
ル
で
客
室
清
掃
の
仕
事
を
し
て
い
る
。
仕
事
を

し
て
い
て
聞
く
の
が
「
白
馬
は
雨
が
降
る
と
遊
ぶ
所
が
な
い
」
と
い

う
こ
と
だ
。 

　
も
う
十
年
も
前
、
沖
縄
へ
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
ホ
テ
ル
に
着
く

と
観
光
案
内
の
デ
ス
ク
が
あ
り
、
小
島
へ
の
魚
を
見
な
が
ら
の
船
の

ツ
ア
ー
な
ど
遊
び
の
案
内
が
あ
る
。
こ
れ
は
と
て
も
あ
り
が
た
い
。

美
し
い
空
と
海
と
自
然
に
恵
ま
れ
た
沖
縄
だ
が
、
観
光
客
が
何
の
ツ

テ
も
な
く
訪
れ
て
、
す
ぐ
遊
ぶ
の
は
難
し
い
。
多
分
、
白
馬
を
訪
れ

る
お
客
さ
ん
の
中
に
も
そ
う
い
う
人
は
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
天
気
が
よ
く
散
策
し
や
す
い
日
で
も
、
遊
歩
道
を
た
だ
歩
く
だ
け

で
は
つ
ま
ら
な
い
。
そ
こ
で
一
緒
に
歩
い
て
「
こ
の
木
は
、
こ
の
花

は
こ
ん
な
名
前
で
す
」「
あ
の
山
は
昔
は
銅
山
で
し
た
」「
こ
の
石
仏

に
は
こ
ん
な
歴
史
が
あ
り
ま
す
」
と
教
え
て
く
れ
た
り
、
途
中
で
花

を
摘
ん
で
押
し
花
を
作
っ
た
り
、
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
し
て
楽
し
ま
せ

る
工
夫
を
し
た
ガ
イ
ド
が
つ
い
た
ら
面
白
く
な
る
だ
ろ
う
。 

　
雨
の
日
に
は
白
馬
マ
イ
ス
タ
ー
の
「
絵
画
教
室
」
や
「
ク
ラ
フ
ト

体
験
」
の
ツ
ア
ー
を
組
む
の
は
ど
う
だ
ろ
う
。
松
本
市
や
長
野
市
比

べ
て
も
空
気
の
美
味
し
い
白
馬
の
中
で
幸
田
や
堀
田
な
ど
は
特
に
清
々

し
い
澄
ん
だ
空
気
だ
。
そ
ん
な
地
区
へ
は
山
道
を
歩
い
て
静
か
に
美

味
し
い
空
気
を
味
わ
う
ツ
ア
ー
が
あ
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。「
美
味

し
い
空
気
」、
こ
れ
は
充
分
観
光
資
源
だ
。
村
民
も
行
政
も
白
馬
の

宝
を
認
識
し
て
観
光
に
活
か
し
て
行
く
知
恵
を
出
し
合
い
、
工
夫
し

て
い
け
れ
ば
と
思
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
 

  

　白馬村社会福祉協議会では、平成19年度第20回
白馬村社会福祉大会を次のとおり開催します。表彰・
体験発表・講演などが行われます。
　どなたでも参加できますので、お誘い合わせの
うえ大勢お越しくださいますようお願いいたします。 

主　　　催　社会福祉法人　白馬村社会福祉協議会
日　　　時　平成19年12月９日（日）午後１時00分　受付開始
　　　　　　　　　　　　　　　　　午後１時30分　開会
会　　　場　白馬村多目的研修集会施設ホール（白馬村役場隣接）
内　　　容　表彰と感謝状：白馬村社会福祉協議会長表彰・感謝状の贈呈
　　　　　　体験発表：社会福祉活動に携わった方からの体験発表
　　　　　　講　　演：「福祉の地域づくりと“もてなし”のこころ」
　　　　　　　　　　　―――ユニバーサルデザインの視点から―――
　　　　　　　　　　　（講師）ユニバーサルデザイン・コンソーシアム　事務局長　曽川　大　氏 
お問い合わせ　社会福祉法人　白馬村社会福祉協議会　事務局
　　　　　　長野県北安曇郡白馬村大字北城7025番地　白馬村保健福祉ふれあいセンター内
　　　　　　TEL　0261―72―5000（代）　TEL　0261―72―7230（直通）　FAX　0261―72―7003
　　　　　　e―mail　syakyo＠vill．hakuba．nagano．jp

すくすく教室　運動会開催 白馬席書大会 

白馬新聞社賞 沢　　渡　南澤　理子 
白馬村書道同好会長賞 みそら野　粟嶌　　幸 
白馬村観光局会長賞 沢　　渡　南澤　菜子 
白馬村公民館長賞 深　　空　郷津　朋稀 
白馬村教育委員長賞 沢　　渡　篠　　絢女 
白馬村議会議長賞 白 馬 町　内川　佳祐 
白馬村長賞 大　　出　輪湖　里美 

　10月28日（日）に白馬
席書大会が開催されま
した。
　元気良く筆を走らせ、
日頃の練習の成果を披
露していました。

村民登山 

　10月21日（日）に登山を行いました。
　好天に恵まれ、山案内人組合ガイ
ドのお話を聞きながら晩秋の八方を
楽しく登りました。 

※白馬村次世代育成支援行動計画関連
事業
　恒例のすくすく教室運動会がウイン
グ21で開催され、みんな元気一杯に走
りまわっていました。

第20回白馬村社会福祉大会 
開催のお知らせ 

第
34
回
日
独
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
同
時
交
流
事
業
ド
イ
ツ
団
受
入
 

  

　
日
独
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
同
時
交
流
事
業
は
、1
9
7
4
年
（
昭
和
49

年
）
か
ら
33
年
間
継
続
し
て
き
ま
し
た
。
交
流
方
法
は
、
両
国
が
同
期

間
、
同
人
数
を
相
互
交
換
し
、
派
遣
と
受
入
れ
を
行
な
う
同
時
交
流
形

式
と
し
て
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

今
年
は
、
平
成
19
年
７
月
23
日（
月
）〜
８
月
13
日（
月
）に
1
2
2
名
の

団
員
・
指
導
者
を
日
本
へ
受
入
れ
ま
し
た
。
派
遣
団
の
構
成
は
ブ
ロ
ッ

ク
単
位
の
グ
ル
ー
プ
編
制
と
し
、
ド
イ
ツ
の
各
州
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
方

式
で
交
流
を
し
ま
し
た
。 

本
事
業
は
、
両
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
青
少
年
及
び
指
導
者
の
相
互
交

流
に
よ
り
、
両
国
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
団
活
動
を

活
発
化
し
、
併
せ
て
、
派
遣
す
る
青
少
年
に
お
い
て

は
将
来
の
指
導
者
と
な
る
研
修
と
し
て
、
ま
た
、
指

導
者
に
お
い
て
は
そ
の
資
質
の
更
な
る
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。 

長
野
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
、
今
年
白
馬
村
が
当

番
で
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
の
最
終
県
と
し
て
、
下
記
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
と
お
り
８
月
７
日（
火
）〜
８
月
10

日（
金
）３
泊
４
日
の
期
間
、
ド
イ
ツ
の
ス
ポ
ー
ツ
ユ

ー
ゲ
ン
ト
・
ス
キ
ー
チ
ー
ム
よ
り
指
導
員
１
名
と
団

員
11
名
の
皆
さ
ん
を
、
そ
れ
ぞ
れ
村
内
へ
民
泊
し
て

有
意
義
な
４
日
間
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
受
け
手
　
佐
野
／
松
沢
増
美 

 

　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
日
独
交
流
は
長
い
歴
史
が
あ
り
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
行
事
で
あ
る
。
同
時

期
に
相
互
に
交
流
団
を
編
成
し
、
お
互
い
の
国
を
訪
れ
、
そ
の
国
の
文
化
等
に
触
れ
て
ゆ
く
。 

　
長
野
県
で
の
受
入
主
体
で
あ
る
白
馬
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
皆
様
に
は
、
準
備
段
階
か
ら
最
後
の

お
見
送
り
ま
で
多
大
な
御
尽
力
を
さ
れ
心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。 

　
さ
て
、
日
本
の
ホ
ス
ト
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
多
く
は
、
言
葉
の
壁
・
勤
労
家
族
の
休
暇
取
得
・
異
民

族
と
の
交
流
経
験
不
足
な
ど
の
問
題
に
ぶ
つ
か
り
な
が
ら
、
何
と
か
四
日
間
を
無
事
に
消
化
し
よ
う

と
必
死
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
我
が
家
で
も
言
葉
で
大
い
に
戸
惑
い
悩
ん
だ
。
せ
め
て
生
活

に
必
要
な
ド
イ
ツ
語
の
単
語
だ
け
で
も
と
思
い
、
必
死
に
テ
キ
ス
ト
を
暗
記
し
た
つ
も
り
で
初
対
面

の
ウ
エ
ル
カ
ム
・
パ
ー
テ
ィ
ー
に
臨
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
笑
顔
で
歩
み
寄
り
握
手
を
し
た
途
端
、
す

べ
て
の
単
語
は
す
っ
飛
ん
で
し
ま
い
頭
の
中
は
真
っ
白
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
付
け
焼
き

刃
は
、
も
の
の
役
に
立
た
な
い
こ
と
を
現
場
で
実
感
！ 

　
日
本
の
家
庭
で
の
団
欒
を
夢
見
て
来
日
さ
れ
た
ド
イ
ツ
娘
さ
ん
の
落
胆
は
、
如
何
ば
か
り
か
と
推

察
す
る
。
気
の
毒
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
三
年
前
に
日
本
団
の
一
員
と
し
て
ド
イ
ツ
訪
問
を

経
験
し
、
現
在
は
大
学
で
ド
イ
ツ
語
を
専
攻
し
て
い
る
原
畠
団
員
を
、
我
が
家
の
通
訳
と
し
て
お
願

い
し
た
の
で
あ
る
。
加
え
て
私
の
娘
も
辞
書
を
片
手
に
片
言
の
英
語
で
必
死
に
意
思
の
疎
通
を
図
っ

て
く
れ
た
。
彼
女
達
の
お
陰
で
徐
々
に
マ
ル
レ
ー
ネ
の
表
情
に
安
堵
の
色
が
見
て
と
れ
、
ほ
っ
と
す

る
。
お
別
れ
の
時
、
幼
児
の
様
な
満
面
の
笑
み
と
と
も
に
両
手
を
大
き
く
振
り
続
け
て
い
た
マ
ル
レ

ー
ネ
の
姿
を
見
て
、
な
ん
と
か
ホ
ス
ト
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し
て
の
役
割
が
果
た
せ
た
の
で
は
な
い
か

と
安
堵
し
た
。
我
が
家
で
の
出
来
事
も
含
め
、
白
馬
滞
在
が
多
少
な
り
と
も
彼
女
の
想
い
出
に
残
れ

ば
あ
り
が
た
い
。 

　
今
回
の
日
独
相
互
訪
問
の
行
程
は
大
ま
か
に
決
め
ら
れ
て
い
て
、
各
県
で
与
え
ら
れ
た
日
程
の
中

身
を
細
か
く
計
画
す
る
。
そ
の
際
に
他
の
受
け
入
れ
地
と
の
情
報
交
換
を
し
て
い
な
い
の
で
は
と
感

じ
た
。
そ
う
す
る
と
、
北
信
越
五
県
を
旅
し
て
毎
度
同
じ
様
な
体
験
を
さ
せ
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
だ

ろ
う
。
既
に
長
い
歴
史
の
あ
る
行
事
に
し
て
は
、
そ
の
あ
た
り
の
心
得
が
乏
し
い
と
思
っ
た
。 

　
こ
の
手
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
受
け
手
に
よ
る
選
択
肢
は
殆
ど
無
く
、
全
体
的
な
噛
み
合
わ
せ
が
悪

い
と
、
無
為
に
時
間
が
過
ぎ
て
し
ま
う
様
な
失
望
感
が
生
ま
れ
て
し
ま
う
。
過
ぎ
て
し
ま
っ
て
か
ら

で
は
遅
い
の
だ
が
、
振
り
返
ら
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
は
多
い
の
で
あ
る
。
様
々
な
場
面
を
検
証

し
、
そ
れ
ら
を
次
回
の
参
考
に
さ
れ
、
更
に
こ
の
事
業
が
発
展
さ
れ
る
こ
と
を
祈
り
た
い
。 

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
受
け
入
れ
て 和

田
野
／
横
川
和
彦 

 

　
私
た
ち
の
家
庭
は
、
家
族
で
小
さ
な
宿
泊
施
設
を

営
ん
で
お
り
ま
す
。 

最
近
は
海
外
か
ら
の
お
客
様
の
多
く
な
っ
て
い
る
の

で
外
国
人
の
受
け
入
れ
に
対
し
て
、
家
族
内
で
異
論

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の

受
け
入
れ
は
初
め
て
で
あ
り
、
ど
ん
な
歓
迎
を
す
れ

ば
喜
ば
れ
る
の
か
悩
み
ま
し
た
。
そ
ん
な
な
か
で
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
つ
い
て
、
調
べ
た
り
、
考
え
た
り

す
る
に
つ
れ
ゲ
ス
ト
で
は
な
く
メ
ン
バ
ー
（
家
族
の

一
員
と
し
て
）
と
し
て
受
け
い
れ
る
の
が
一
番
で
あ

る
と
の
結
論
に
達
し
ま
し
た
。
家
族
と
も
に
家
庭
料

理
を
食
べ
、
畳
の
居
間
で
日
本
や
ド
イ
ツ
の
生
活
の

話
を
し
た
り
家
事
の
手
伝
い
な
ど
、
で
き
る
限
り
我

が
家
の
生
活
を
体
験
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
み
ま

し
た
。 

残
念
な
が
ら
来
村
時
が
夏
の
繁
忙
期
で
も
あ
り
、
私

た
ち
は
（
大
人
は
）、
一
緒
に
い
ら
れ
る
時
間
が
あ

ま
り
と
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
小
学
校
と
高
校
生
の

息
子
た
ち
は
、
ド
イ
ツ
語
が
で
き
な
い
な
が
ら
も
英

語
や
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

っ
て
、
３
日
間
付
き
合
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。 

と
も
あ
れ
我
が
家
に
と
っ
て
の
初
め
て
の
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
受
け
入
れ
は
大
変
有
意
義
な
も
の
で
あ
り
、
ま

た
遥
か
ド
イ
ツ
の
地
に
も
私
た
ち
の
こ
と
を
知
っ
て

く
れ
て
い
る
メ
ン
バ
ー
が
で
き
た
こ
と
に
嬉
し
く
思

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
が
い
つ
も
で
も
続
く
こ
と

を
願
い
つ
つ
、
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
様

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

８
月
７
日（
火
） 

11
時
45
分
　
白
馬
到
着
 

11
時
50
分
　
表
敬
訪
問
（
役
場
村
長
室
） 

12
時
30
分
　
五
竜
ア
ル
プ
ス
山
野
草
園
散
策 

17
時
30
分
　
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー 

 

８
月
８
日（
水
）  

９
時
30
分
　
善
光
寺
見
学
（
戒
壇
巡
り
） 

13
時
00
分
　
戸
隠
忍
者
屋
敷 

見
学 

15
時
00
分
　
そ
ば
打
ち
体
験  

18
時
00
分
〜
19
時
00
分
　
八
方
太
鼓
鑑
賞
・
体
験 

 

８
月
９
日（
木
）  

８
時
00
分
　
八
方
尾
根
ト
レ
ッ
キ
ン
グ 

11
時
00
分
　
ジ
ャ
ン
プ
台
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
館
見
学 

13
時
00
分
　
ス
ポ
ー
ツ
交
流
（ 

空
手
・
剣
道
・
野
球  

） 

15
時
00
分
　
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
体
験 

 

８
月
10
日（
金
） 

９
時
00
〜
11
時
00
分 

　
　
　
　
　
習
字
体
験
・
お
別
れ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト 

〜
13
時
00
分 

　
　
　
　
　
村
内
散
策
、
買
い
物 

13
時
00
分
　
白
馬
出
発
　
東
京
へ 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
　
８
月
７
日
〜
10
日 
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観
光
観
光
と
美
味
美
味
し
い
空
気
空
気
 

　
こ
の
ひ
ろ
ば
は
、
現
在
そ
し
て
未
来
の
村
民
の
幸
せ
の
た
め
に
、
何
を
し
た
ら
良
い
か
、
あ
る
い

は
し
て
は
い
け
な
い
か
、
村
政
ま
た
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
、
村
民
の
意
見
や
情
報
を
交

換
し
合
う
場
と
し
て
開
設
し
て
お
り
ま
す
。 

 
こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
こ
の
読
者
で
あ
る
皆
さ
ん
の
ペ
ー
ジ
で
す
。
日
頃
感
じ
て
い
る
こ
と
や
、
聞
い

て
も
ら
い
た
い
こ
と
等
、
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 
な
お
、
原
則
と
し
て
誹
謗
中
傷
等
は
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
筆
者
の
匿
名
は
認
め
ま
せ
ん
。 

■
原
稿
の
受
付
・
問
い
合
わ
せ
 
白
馬
村
公
民
館
 

飯
森
／
松
本
悦
子

飯
森
／
松
本
悦
子
 

飯
森
／
松
本
悦
子
 

観
光
と
美
味
し
い
空
気
 

　
八
方
の
あ
る
ホ
テ
ル
で
客
室
清
掃
の
仕
事
を
し
て
い
る
。

　
八
方
の
あ
る
ホ
テ
ル
で
客
室
清
掃
の
仕
事
を
し
て
い
る
。
仕
事
を

仕
事
を

し
て
い
て
聞
く
の
が

し
て
い
て
聞
く
の
が
「
白
馬
は
雨
が
降
る
と
遊
ぶ
所
が
な
い
」

「
白
馬
は
雨
が
降
る
と
遊
ぶ
所
が
な
い
」
と
い
と
い

う
こ
と
だ
。

う
こ
と
だ
。 

　
も
う
十
年
も
前
、

　
も
う
十
年
も
前
、
沖
縄
へ
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

沖
縄
へ
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
ホ
テ
ル
に
着
く

ホ
テ
ル
に
着
く

と
観
光
案
内
の
デ
ス
ク
が
あ
り
、

と
観
光
案
内
の
デ
ス
ク
が
あ
り
、
小
島
へ
の
魚
を
見
な
が
ら
の
船
の

小
島
へ
の
魚
を
見
な
が
ら
の
船
の

ツ
ア
ー
な
ど
遊
び
の
案
内
が
あ
る
。

ツ
ア
ー
な
ど
遊
び
の
案
内
が
あ
る
。
こ
れ
は
と
て
も
あ
り
が
た
い
。

こ
れ
は
と
て
も
あ
り
が
た
い
。

美
し
い
空
と
海
と
自
然
に
恵
ま
れ
た
沖
縄
だ
が
、

美
し
い
空
と
海
と
自
然
に
恵
ま
れ
た
沖
縄
だ
が
、
観
光
客
が
何
の
ツ

観
光
客
が
何
の
ツ

テ
も
な
く
訪
れ
て
、

テ
も
な
く
訪
れ
て
、
す
ぐ
遊
ぶ
の
は
難
し
い
。

す
ぐ
遊
ぶ
の
は
難
し
い
。
多
分
、

多
分
、
白
馬
を
訪
れ

白
馬
を
訪
れ

る
お
客
さ
ん
の
中
に
も
そ
う
い
う
人
は
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

る
お
客
さ
ん
の
中
に
も
そ
う
い
う
人
は
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
天
気
が
よ
く
散
策
し
や
す
い
日
で
も
、

お
天
気
が
よ
く
散
策
し
や
す
い
日
で
も
、
遊
歩
道
を
た
だ
歩
く
だ
け

遊
歩
道
を
た
だ
歩
く
だ
け

で
は
つ
ま
ら
な
い
。

で
は
つ
ま
ら
な
い
。
そ
こ
で
一
緒
に
歩
い
て

そ
こ
で
一
緒
に
歩
い
て
「
こ
の
木
は
、

「
こ
の
木
は
、
こ
の
花

こ
の
花

は
こ
ん
な
名
前
で
す
」

は
こ
ん
な
名
前
で
す
」「
あ
の
山
は
昔
は
銅
山
で
し
た
」

「
あ
の
山
は
昔
は
銅
山
で
し
た
」「
こ
の
石
仏

「
こ
の
石
仏

に
は
こ
ん
な
歴
史
が
あ
り
ま
す
」

に
は
こ
ん
な
歴
史
が
あ
り
ま
す
」
と
教
え
て
く
れ
た

と
教
え
て
く
れ
た
り
、
り
、
途
中
で
花

途
中
で
花

を
摘
ん
で
押
し
花
を
作
っ
た
り
、

を
摘
ん
で
押
し
花
を
作
っ
た
り
、
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
し
て
楽
し
ま
せ

ゲ
ー
ム
を
し
た
り
し
て
楽
し
ま
せ

る
工
夫
を
し
た
ガ
イ
ド
が
つ
い
た
ら
面
白
く
な
る
だ
ろ
う
。

る
工
夫
を
し
た
ガ
イ
ド
が
つ
い
た
ら
面
白
く
な
る
だ
ろ
う
。 

　
雨
の
日
に
は
白
馬
マ
イ
ス
タ
ー
の

　
雨
の
日
に
は
白
馬
マ
イ
ス
タ
ー
の
「
絵
画
教
室
」

「
絵
画
教
室
」
や
「
ク
ラ
フ
ト

「
ク
ラ
フ
ト

体
験
」

体
験
」
の
ツ
ア
ー
を
組
む
の
は
ど
う
だ
ろ
う
。

の
ツ
ア
ー
を
組
む
の
は
ど
う
だ
ろ
う
。
松
本
市
や
長
野
市
比

松
本
市
や
長
野
市
比

べ
て
も
空
気
の
美
味
し
い
白
馬
の
中
で
幸
田
や
堀
田
な
ど
は
特
に
清

べ
て
も
空
気
の
美
味
し
い
白
馬
の
中
で
幸
田
や
堀
田
な
ど
は
特
に
清
々

し
い
澄
ん
だ
空
気
だ
。

し
い
澄
ん
だ
空
気
だ
。
そ
ん
な
地
区
へ
は
山
道
を
歩
い
て
静
か
に
美

そ
ん
な
地
区
へ
は
山
道
を
歩
い
て
静
か
に
美

味
し
い
空
気
を
味
わ
う
ツ
ア
ー
が
あ
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。

味
し
い
空
気
を
味
わ
う
ツ
ア
ー
が
あ
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。「
美
味

「
美
味

し
い
空
気
」

し
い
空
気
」、
こ
れ
は
充
分
観
光
資
源
だ
。

こ
れ
は
充
分
観
光
資
源
だ
。
村
民
も
行
政
も
白
馬
の

村
民
も
行
政
も
白
馬
の

宝
を
認
識
し
て
観
光
に
活
か
し
て
行
く
知
恵
を
出
し
合
い
、

宝
を
認
識
し
て
観
光
に
活
か
し
て
行
く
知
恵
を
出
し
合
い
、
工
夫
し

工
夫
し

て
い
け
れ
ば
と
思
う
。

て
い
け
れ
ば
と
思
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
 

  　
八
方
の
あ
る
ホ
テ
ル
で
客
室
清
掃
の
仕
事
を
し
て
い
る
。
仕
事
を

し
て
い
て
聞
く
の
が
「
白
馬
は
雨
が
降
る
と
遊
ぶ
所
が
な
い
」
と
い

う
こ
と
だ
。 

　
も
う
十
年
も
前
、
沖
縄
へ
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
ホ
テ
ル
に
着
く

と
観
光
案
内
の
デ
ス
ク
が
あ
り
、
小
島
へ
の
魚
を
見
な
が
ら
の
船
の

ツ
ア
ー
な
ど
遊
び
の
案
内
が
あ
る
。
こ
れ
は
と
て
も
あ
り
が
た
い
。

美
し
い
空
と
海
と
自
然
に
恵
ま
れ
た
沖
縄
だ
が
、
観
光
客
が
何
の
ツ

テ
も
な
く
訪
れ
て
、
す
ぐ
遊
ぶ
の
は
難
し
い
。
多
分
、
白
馬
を
訪
れ

る
お
客
さ
ん
の
中
に
も
そ
う
い
う
人
は
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
天
気
が
よ
く
散
策
し
や
す
い
日
で
も
、
遊
歩
道
を
た
だ
歩
く
だ
け

で
は
つ
ま
ら
な
い
。
そ
こ
で
一
緒
に
歩
い
て
「
こ
の
木
は
、
こ
の
花

は
こ
ん
な
名
前
で
す
」「
あ
の
山
は
昔
は
銅
山
で
し
た
」「
こ
の
石
仏

に
は
こ
ん
な
歴
史
が
あ
り
ま
す
」
と
教
え
て
く
れ
た
り
、
途
中
で
花

を
摘
ん
で
押
し
花
を
作
っ
た
り
、
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
し
て
楽
し
ま
せ

る
工
夫
を
し
た
ガ
イ
ド
が
つ
い
た
ら
面
白
く
な
る
だ
ろ
う
。 

　
雨
の
日
に
は
白
馬
マ
イ
ス
タ
ー
の
「
絵
画
教
室
」
や
「
ク
ラ
フ
ト

体
験
」
の
ツ
ア
ー
を
組
む
の
は
ど
う
だ
ろ
う
。
松
本
市
や
長
野
市
と

比
べ
て
も
空
気
の
美
味
し
い
白
馬
の
中
で
幸
田
や
堀
田
な
ど
は
特
に

清
々
し
い
澄
ん
だ
空
気
だ
。
そ
ん
な
地
区
へ
は
山
道
を
歩
い
て
静
か

に
美
味
し
い
空
気
を
味
わ
う
ツ
ア
ー
が
あ
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。「
美

味
し
い
空
気
」、
こ
れ
は
充
分
観
光
資
源
だ
。
村
民
も
行
政
も
白
馬

の
宝
を
認
識
し
て
観
光
に
活
か
し
て
行
く
知
恵
を
出
し
合
い
、
工
夫

し
て
い
け
れ
ば
と
思
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
 

  

一　　般 
（前売り） 

一　　般 
（当　日） 

３,０００円 

３,５００円 

１,５００円 

１,８００円 

チケット 
（一　般） 

大　　人 
（高校生以上） 

小　　人 
（中学生以下） 

チケット 
（ホール友の会） 

大　　人 
（高校生以上） 

小　　人 
（中学生以下） 

２,０００円 １,０００円 一　　般 
（前売り） 

２,０００円 １,０００円 一　　般 
（当　日） 

― 劇団仲間から ― 

　1959年以来、劇団仲間の『森は生きている』は、児童劇の最高峰とし
て、1914回と公演回数を伸ばしております。これも偏に皆様方のご支援
の賜と厚くお礼申し上げます。  
　ご承知のように、『森は生きている』は、ロシアの作品でありながら、
日本人の琴線に触れるメルヘンで、全国の皆様にご支持を頂いて参りま
した。  
　全編「詩」である湯浅芳子氏の格調高い翻訳と、林　光氏の瑞々しい
音楽は、いつの時代にも新鮮な発見と、新たな感動を呼び起こしてくれ
ます。  
　今年度の『森は生きている』は、故・中村俊一の演出ノートを基に、
演出する運びとなりました。この事は、座員共々この上ない喜びであり
ます。  
　創立時に立ち戻り、劇団員が一丸となって異例の夏稽古からスタート
致しました。台詞を吟味し、行間を読み取りながら、連日稽古に取り組
んでおります。正に「古い革袋に新しい酒」の喩え通りの仕事になります。  
　創立55周年、2000回の記念公演は、「生演奏」での『森は生きている』
を創りたいと、考えております。  
　皆様には、ご家族で劇場にお出掛け頂けますように、劇団員一同、心
からお待ち申し上げております。 

絶 賛 発 売 中 絶 賛 発 売 中 

プレイガイド：ウイング21・白馬村役場JA窓口・明寿堂・福島書店・
道の駅白馬・クリーニングのアピア・北村時計店（小

谷村）・塩原書店（デリシア大町駅前店内） 

※友の会会員はウイングのみで取扱します 

ウイング２１ホール公演情報 

“森は生きている” 
出　　演：劇団仲間 

日　　時：12月２日（日）　14：00開演（13：30開場） 
会　　場：ウイング21文化ホール 

ウイング21開館 
10周年記念事業 

この作品は、メーテルリンクの「青い鳥」と並ぶ童話劇の
名作です。 
吹雪の杜で少女と妖精たちとの対話を通して、自然の厳しさ
と温かさ、他人への思いやりの大切さを訴えている作品です。 
是非ご家族でお越し下さい。 
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No.72

男女共同参画社会づくり～ちっちゃなことから始めよう～ 

6

男女共同参画についてのご意見等をお寄せ下さい。ご相談もお聴きします。お問い合わせは・・白馬村役場総務課：男女共同参画係　1 72―5000（内線120番） 

広報10月号に掲載した、 
村民アンケートの 
続きです。 

男女共同参画社会とは・・男女が性別により差別されたり、固定的な役割が強制されたりすることなく、 
一人ひとりの個性と能力が十分活かされた誰もが住みやすい社会です。 

問10　「男は仕事」「女は家庭」という考え方についてどう思いますか？そう思う理由は？（抜粋） 
この考え方でよいを選択 
・昔よりそうした社会はなりたってきた。　　・子供を育てあげるまではこれでいい。 
・女性が働いていても、家庭の事は女性でなければできない事がある。それならば女性は家庭を守り男性は
外で仕事をしてもらいたい。 

・男は仕事、女は家庭をきちんとした上で、それぞれ助け合い、家族が協力して行える事が良い。 
・経済的余裕、能力等を勘案して基本的に男が女を守るという意味で。 
・職業にもよるが、女性の方が稼げるならこの逆でもいいと思う。 
どちらともいえないを選択 
・それぞれの家庭に応じた形があると思う。もっと自由な考えが通じるようになれば良い。 
・男性女性それぞれ得意分野があり、女性も定年まで勤める人が多くなった。生活の為、子供に色々な負担
が掛かる家庭が多くなったと思う。男性の収入だけで暮らせれば良いのだが、男は仕事、女は家庭は理想
の形。子供にとっては望ましいと思う。 

・今の社会は主婦も働かないと食べていけない。子育てが終わったら、働ける内は働いた方が良いと思うが、
そのかわり近所付き合い、人との交流がなくなり寂しい。女は家庭と言うけれど、失う物も大きいと思う。 

・否定はできない。子供の育児は母親が主である方が子供の為には良いと思う。しかし人それぞれでキャリ
アウーマンにとっては仕事をしたいと思っている。理想は子育てを終えてから、仕事をするのが良いと思
う。 

・子供を育てながら、女性が仕事を持つ事は難しい中で、子育て家事等お互いに協力すべきだが、仕事を持
てない女性は家事が大切な仕事になってくる。 
この考え方は間違っているを選択 
・男女同権・平等の考え方からすると間違っている。　　・どちらも両方出来るような職場環境が欲しい。 
・今の時代、共働きが多い。お互いが助け合い生活するのが当たり前。 
・「女性が仕事」「男性が家庭」でも夫婦が納得してお互いが協力し、いきいき生活出来るならそれで良いと
思う。 

・男も女も外で働く様になっている現在、専業主婦でいられる人が少なくなってきているので、家庭におい
て男女共同でできる事を協力するのが望ましい。 

・どんな事もお互いが協力して、初めて一つの家庭、社会が成り立つと思う。 
・男性自身、育児や家事に参加した方が良い。逆に女性も社会参加した方が良いので、仕事も家庭も夫婦で
協力してやる方が良い。 

・男女共同参画社会は個人が自立している事が望ましい。自立とは精神的・経済的自立があって初めて自立
といえるのでは。 

 
問12　女性が仕事を持つ事についてあなたはどう思いますか？（抜粋） 
・持つ事は良い。家庭の状況で考えるべき。　　・持つ持たないではなく、その時の状況による。 
・家庭が女性が仕事を持つ事を理解し、協力できれば、女性が仕事を持つ事は良い事だと思う。 
・子供が出来ても働き続けられる様に社会が変わるべき。育児をしながら働ける様なサポートできる会社運
営を希望する。また再び仕事を持つ時に正社員として受け入れて欲しい。 

・社会に出て色々経験をした方が良い。 
 

アンケートにご協力いただきありがとうございました。いただいたご意見は参考にさせてい
ただきます。今後、男女共同参画研修会など開催していきますので、ご参加下さい。 
 

男女共同参画村民アンケート問 10・問 12のご意見を紹介します 
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姉妹都市コーナー 

　11月４日（日）太地漁港ふれあい広場において、第23回太地浦くじ
ら祭が盛大に開催されました。前夜祭では青年会主催による恒例の
「のど自慢大会」も開催され、出演者の素晴らしい歌声が太地湾に
響きわたりました。当日は、町内有志の仮装パレードでオープニン
グし、郷土芸能披露や漁船の漁港内パレード、近隣町村の物産展、
商工会や各種団体のバザー、又鯨肉の販売や鯨料理の無料試食など
が催されました。町民をはじめ町外や県外からも大勢の観客が訪れ、
およそ4，000人の方が『くじらの町太地』を満喫していただきまし
た。祭の最後を締めくくる餅ほりでは、参加者がこぞって押し寄せ
大賑わいのうちに無事エンディングとなりました。 
　今後も『くじらの町　太地！』を全国に発信していき、当町の捕
鯨文化が次世代へと語り継がれ、いつまでも元気なわが町であるよ
う願うものであります。 

　河津町見高地区にある神楽殿は、明治５年に

建てられ、村歌舞伎などが上演されていました。

この地区にゆかりのある歌舞伎の名優４代目市

川小団次に「式三番叟」を教えてもらったのが

はじまりと言われています。今でも市川小団次

や左団次から贈られた江戸歌舞伎の引幕が残さ

れていて、生地に鮮やかに描かれた絵柄は当時

の雰囲気を今に蘇らせています。 

河津町 静岡県 太地町  和歌山県 

江戸歌舞伎の引幕 
秋晴れのもと、 

第23回太地浦くじら祭に賑う 

11月 
納期の税金 26日 

納期限 　11月納期の税金は左記の通りです。納期限に遅れな
いように納めましょう。             

　口座振替にされている方は26日振り替えとなります
ので、前日までに残高の確認をお願いします。

期　別 税　目 

携帯電話各社では、大規模災害発生時に携帯電話で安否が確認できる「災害用伝言板サービス」を提供しています。 
毎月１日は体験サービスが提供されますので、ぜひ一度お試しください。 
メッセージの登録は無料ですが、他携帯電話会社が提供する災害用伝言板サービスへのアクセスにはパケット通信料がかかります。 

http://dengon.docomo.ne.jp/top.cgi

災害用伝言板 
NTTドコモ 

http://dengon.ezweb.ne.jp/

災害用伝言板 
au／ツーカー 

http://dengon.softbank.ne.jp/

災害用伝言板 
ソフトバンクモバイル 

災害用伝言板 
ウィルコム 
http://dengon.willcom-inc.com/dengon/Top.do

国民健康保険税 第７期 

　雪化粧が徐々に山を下り、１年間をふり返る時期もすぐそこまで来ています。
　「十年一昔」と言いますが、みなさんは十年前のことを覚えていますか？白馬
村では翌年２月のオリンピックに向け各方面で準備に追われるとともに、歓迎
ムードが高まっていました。
　全国的に見ると、1997年は次のような年でした。
　神戸連続児童殺傷事件（２月）、消費税が３％から５％に増税（４月）、ダイアナ妃事故死（８月）、長
野新幹線開業（10月）、東京湾アクアライン開通（12月）、などです。
　あれから、もう10年？まだ10年？
　10年先はどんな時代になっているでしょうか。頭の中には期待と不安の混じった複雑な未来図が描かれます。 


